
 

 

 

 

 

 

勝負の夏休み！一番の敵は自分！ 

いよいよ夏休みがスタートします。１学期の進路集会でも夏休みの過ごし方の大切さについて話がありまし

た。充実した学習を行うために、また、いろいろな誘惑に負けないためにも、自分の未来の姿を思い描いて頑

張っていきましょう。以下は、「特別講演会」で聞いたお話の内容です。もう一度思い出して、やる気に火を

つけてほしいと思います。 

７月７日に、受験を控える生徒たちの進路に対する意識を高め、今後の学

習や進学に対する意欲の向上を図ることを目的として、「特別講演会」が開

催されました。講師として、石川県立金沢錦丘高等学校の森 博之校長先生

をお迎えし、「どんな高校生が伸びるのか」や「中学生のうちに身につけて

おくべきこと」などについてお話していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真剣に講演を聞きながら、自分の高校生活やその先の将来について考え、これからの学習や進路選択につい

ての意欲を高めていました。その振り返りを紹介します。 

 

 

３年 

 学年だより 

 第 4号 Shining!! 
令和７年７月２４日（木） 

かほく市立河北台中学校 

校長 竹内  幸明 

学年主任 廣谷 玲江 

働くこととは… 

お金を得ることも大切なことで

すが、人の役に立つことが満足

感や充実感につながります。 

１０年後の世界は今と大きく違っ

た社会になっていると考えられま

す。それに備えて高校で養ってお

きたい力は… 

確かな学力

を養うため

には、中学

生のうちか

らしっかり

取り組んで

いくことが

大切です。 

効率よく勉強で

きる時間は、勉

強を開始してか

ら３０分後。そ

の間に勉強以外

に気がそれてし

まうと最初から

やり直しになり

ます。 

効率よく勉

強できる時

間の長さは

人それぞれ

で、訓練す

ることでの

ばすことが

できます。 

森校長先生は、絶対的基礎学力が必要だとおっしゃっていたけど、私は普段ろくに基礎もできてい

ないのに応用問題に取り組んでしまいます。確かに基礎を完璧にこなせていないと応用問題を解くこ

とはできないので、今日から夏休みが終わるまでの間は焦らずに、１～２年生までの基礎を完璧にし

ておこうと思いました。また、変化に適応する力を身に付けるには、切り替えを速くするべきだとも

おっしゃっていたので、これからはタイマーを用いた勉強法を取り入れたり、隙間時間を活用したり

するようにしようと考えました。これらを継続して実践できるように、毎日意識していきたいです。 

今日の講演会を終えて、たくさんのことを学ぶことができました。まず、これから来る未来に必要な

力は変化に対して適応する力でした。私はこの力をつけるために、いろいろなことに興味を持つこと

やニュースを見て知ることから始めたいと思います。次に、勉強の効果を上げるためには最初の３０

分が大切だと分かりました。その３０分間はスマホなどを触らないことを意識していきたいです。最

後に勉強と部活動を両立させるために大切なことは、切り替えることだとだと分かりました。部活動

が終わった後はすぐに勉強に切り替え、だらだら始めないようにしたいです。ほかにも今日からすぐ

にできることがたくさんあったので、実践していきたいです。そして、支えてくれている親や先生に感

謝の気持ちを忘れないように生活していきます。 

講演会で、高校では学力や人間性などを授業や部活動、行事を通して学ぶということを知りました。

だから、それに向けて今日学んだ「大切にすること」を今のうちから徹底して過ごそうと思いました。

「大切なこと」の中にあった「自分の頭で考える」ことは特にできていなくて、ワークなどで分からな

い問題があったらすぐに教科書を見て調べたり、ネットで調べたりしてしまうので、これからは分か

らなくても間違えてしまっても良いから、自分の頭で考えることを習慣づけます。そこで、間違えた

問題を何回も復習することで長期記憶にもつなげていきたいと思いました。 

高校を選ぶときは… 

選ぶポイントはいろいろあると思いますが、自分が一番

輝けるところかどうかを考えて選択してほしいです。 


